
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今号は、平成２８年度に卒業した武藤秀斗さんです。自宅で生活し、日中は「聖和」 

と「よつ葉」に通っています。秀斗さんのお母さんにお話を伺いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面は学部毎に内容が異なります。他学部の記事は、学校のホームページか、玄関前の掲示版で見ることが

できます。 

【各学部掲載記事】 

小学部：コミュニケーションの必要性  中学部： 高等部卒業後の進路④生活と仕事 

高等部：障害福祉サービスの利用その③ 

【共通記事】障害福祉サービス事業所合同説明会 

 

進路だより 
 

秋田県立秋田きらり支援学校 

第６号 

平成３０年１０月２６日発行 

本校卒業生や保護者から、在学中に学んで役立っていること、もっ

とやっておけばよかったと思っていること等、インタビューした内容

を掲載しています。将来、なりたい姿から今は何を大事にすればよい

のか考える機会となってくれることを期待しています。 

１| 学校で学んだことで、役立っていることは？ 

 秋田養護学校からきらり支援学校卒業まで、１２年間目

標は「いろいろな人と触れあう、慣れる」ということでし

た。同じ目標で指導していただいたことで、たくさんの人

と触れ合い、人に慣れたように思います。嫌なときは、ほ

っぺを膨らませ、楽しいときは手を広げて笑うなど分かり

やすく自分の気持ちを表現できるようになり、人とうまく

付き合えるようになりました。苦手な人との関わりでも妥

協しているような様子もあります。 

秀斗さんの一日 

 ７：００ 起床 

      朝食 

 ９：３０ 母の送りでデイサービスに

行く 

１０：００ 

      デイサービスを受ける 

  ↓ 

１５：００ 母の送りで自宅に帰る 

      

１７：００ 夕食 

    

１９：００ 入浴、就寝準備、服薬等 

 

２１：００頃 就寝 

２| 学校での指導で印象に残っていることは？ 

 高等部時代に先生から「めんこがられる子どもになりな

さい」と言われていました。その通りだなと思います。先

生たちに恵まれ、いろいろな人と関わる指導をしていただ

けたことで、そのような力が付いたように思います。隣の

教室に行く、複数の先生と友達との合同学習をするなど

日々指導していただけたことがよかったと思います。 

３| 学校生活で心配になることはありましたか？ 

 修学旅行や交流など身体への負担から、発作の心配をし

ていました。それでも、子どもは全く関係なく、とても楽

しんでいたようです。 

 

４| 在校生に一言お願いします！  

 ２つの施設を併用する場合が多いと思

います。場所が変わるとリズムや雰囲気も

変わります。ぜひ、いろいろな場に行き、

いろいろな人に触れて慣れてほしいと思

います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい児者総合相談会のお知らせ 

中学部版  

 

 

 

 

 

通所事業所の「利用時間」は、開始が午前９時または１０時から、終了は午後３時または４時が多くなっ

ています。そうなると「これまで通りに働くのは難しい」という保護者もいるのではないでしょうか。 

すべての希望条件が整った進路先を探す事は、容易ではありません。ただ、時間のことを最優先して考え

ると、次のような選択肢も考えられます。 

①「施設入所支援」の利用  

社会人、大学生になって親元から離れる若者も世の中には多いことでしょう。それと同様に考え、平

日は入所施設を利用し、週末は自宅で過ごすという利用の仕方はどうでしょうか。将来いざ必要になっ

てから、ではなく今から本人に合った所を探すということにもつながります。 

② 通所の「生活介護」と「日中一時支援事業 短期入所型」を組み合わせた利用  

入所施設が行っている「生活介護」と「日帰りショートステイ」を組み合わせた利用が考えられます。

例としては「ふきのとう」と「竹生寮」を併せて利用するケースです。日中は「ふきのとう」で生活介

護を、利用時間終了後、保護者が迎えに来るまでの時間は「竹生寮」を利用する。場合によってはこの

ような利用方法もあります。利用には条件もありますので、必要な際はご相談下さい。  

 

 

 

  

  

高等部卒業後の進路④ ～生活と仕事～ 

高等部卒業後の進路 ＝ 子どもも 親も 無理のない生活を。 

仕事？生活？時間？お金？…卒業後の生活に求めたい条件に「優先順位」を付けましょう。 

 

 

Q：親の仕事時間を考えると、事業所の利用時間に合わせて子どもを送迎するのは 

無理です。何かいい方法はありませんか。 

９月７日（金）、秋田県総合支援エリア台体育館に

て、「障害福祉サービス事業所合同説明会」が開催さ

れました。 

本校からは２１人の保護者が参加。お目当てのブ

ースで熱心に話を聞いていました。 

参加された皆さん、お疲れ様でした！ 

  

 
実際に利用したい事業所から話を聞く高等

部の保護者。広く様々な所から話を聞く小学

部の保護者。それぞれの状況に合わせて皆さ

ん充実した時間を過ごされたようです。 

 

隔年で開催予定です。「難しそうで足が向か

ない」という声も聞かれますので、次回は、

事前に聞きたいことのアンケートを取りアド

バイスする等の工夫を考えています。 
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